
　

こ
の
日
も
「
大
阪
都
」
構

想
は
「
す
で
に
結
論
が
出
て

い
る
」
と
強
調
。
こ
の
間
の

法
定
協
の
運
営
の
あ
り
方
、

市
民
不
在
の
「
密
約
」
騒

ぎ
、
松
井
一
郎
知
事
と
吉
村

洋
文
大
阪
市
長
が
辞
職
・

「
出
直
し
選
挙
」
を
振
り
か

　

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団

の
山
中
智
子
幹
事
長
は
こ
れ

ま
で
、「
大
阪
都
」
構
想
は

２
０
１
５
年
の
住
民
投
票
で

否
決
さ
れ
て
決
着
済
み
で
あ

り
、
法
定
協
な
ど
で
の
議
論

な
ど
を
通
じ
て
、
大
阪
市
の

廃
止
・
分
割
は
「
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
」
と
繰
り
返
し

主
張
し
て
き
ま
し
た
。

ざ
す
な
ど
一
連
の
状
況
に
照

ら
し
て
、「
不
毛
な
議
論
は

打
ち
切
る
べ
き
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

　

次
回
法
定
協
は
３
月
７
日

に
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
会

議
後
の
記
者
会
見
で
松
井
知

事
は
、「
今
の
議
員
の
任
期

中
に（
特
別
区
設
置
協
定
書

を
）す
べ
て
ま
と
め
る
の
は

厳
し
い
状
態
。
だ
か
ら
と
言

っ
て
法
定
協
を
あ
き
ら
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
い
な

が
ら
や
っ
て
い
く
」
と
、

「
出
直
し
ダ
ブ
ル
選
」
に
打

っ
て
出
る
構
え
を
あ
ら
た
め

て
示
し
ま
し
た
。
同
時
に
公

明
党
に
対
し
て
、
知
事
・
大

阪
市
長
の
任
期
中
に
住
民
投

票
を
実
施
す
る
こ
と
を
約
束

す
る
具
体
的
な
日
程
を
示
す

よ
う
迫
り
ま
し
た
。

「特別区」の名称や議員定数について初めて委員間協
議が行われた第22回法定協＝２月22日、大阪市役所内

　

大
阪
市
を
廃
止
・
分
割
す
る
「
大
阪
都
」
構
想
の
制
度
設
計
を
議
論
す
る
大
都

市
制
度（
特
別
区
設
置
）協
議
会（
法
定
協
）の
22
回
目
の
会
合
が
２
月
22
日
、
大
阪

市
役
所
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
制
度
案
を
つ
く
る
副
首
都
推
進
局
に
対
す
る
事
務

局
質
疑
に
続
い
て
、
初
め
て
委
員
間
協
議
を
実
施
。
法
定
協
の
今
井
豊
会
長（
維

新
）が
提
出
し
た
「
特
別
区
」
の
名
称
や
庁
舎
の
位
置
、
議
員
定
数
案
に
つ
い
て

維
新
と
公
明
が
議
論
し
ま
し
た
。

不
毛
な
議
論
は
打
ち
切
り
に

日
本
共
産
党･

山
中
大
阪
市
議
が
主
張

第22回法定協

山中智子幹事長
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